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そ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
は
、
全

12
段
ぶ
ち
抜
き
で
『
日
刊
ス
ポ

ー
ツ
』
４
月
28
日
付
第
１
面
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
発
言
者
は

森
喜
朗
第
86
代
内
閣
総
理
大
臣

で
す
。

―
来
夏
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
終
息
が
見
込
め
な
か
っ

た
場
合
、
22
年
へ
の
再
延
期
は

あ
る
か
？

「
な
い
。
そ
の
時
は
中
止
。
過

去
に
も
戦
争
な
ど
、
そ
う
い
う

問
題
が
起
き
た
ら
普
通
は
中
止

に
な
る
」

　
ロ
イ
タ
ー
通
信
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
等
の
海
外
メ

デ
ィ
ア
が
挙こ

ぞ

っ
て
速
報
。「
東

京
五
輪
、『
再
延
期
は
な
い
』

森
会
長
が
言
明
」の
見
出
し
で
、

Ｂ
Ｂ
Ｃ
英
国
放
送
協
会
は
日
本

語
サ
イ
ト
に
も
ア
ッ
プ
。

　
翌
29
日
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
朝
刊
全
紙
を
購
入
し

た
僕
は
驚

き
よ
う

愕が
く

し
ま
す
。
一
般

紙
も
ス
ポ
ー
ツ
紙
も
、
続
報
を

掲
載
し
た『
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
』以

外
は
黙
殺
し
た
の
で
す
。
国
家

権
力
の
最
高
位
を
極
め
、「
世

紀
の
祭
典
」
を
執
り
行
う
公
益

財
団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
組
織
委
員
会
＝
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｇ

会
長
の「
言こ

と
質じ

ち
」に
も
拘か

か
わら
ず
。

　
組
織
委
Ｈ
Ｐ
に
は
、
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
の
読
売
新

聞
・
朝
日
新
聞
・
日
本
経
済
新

聞
・
毎
日
新
聞
、
オ
フ
ィ
シ
ャ

面
で
包
み
隠
さ
ず
舞
台
裏
を

〝
告こ

つ
解か

い
〞
し
て
い
ま
す
。

―
３
月
22
日
に
首
相
公
邸
で

安
倍
晋
三
首
相
と
ト
ー
マ
ス･

バ
ッ
ハ
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
＝
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
の
電
話
会
議

が
あ
り
、延
期
が
決
ま
っ
た
。そ

の
場
に
立
ち
会
っ
て
い
た
が
？

「
会
議
の
30
分
前
に
来
て
く

れ
、
と
安
倍
さ
ん
に
言
わ
れ
て

ね
。
彼
は
１
年
延
期
と
言
う
か

ら
、『
２
年
に
し
て
お
い
た
方

が
い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
』

と
聞
い
た
ら
、『
ワ
ク
チ
ン
の

開
発
は
出
来
る
。
日
本
の
技
術

は
落
ち
て
い
な
い
。
大
丈
夫
』

と
言
う
。（
来
年
９
月
の
自
民

党
総
裁
任
期
満
了
を
踏
ま
え

て
）『
政
治
日
程
も
あ
る
よ
な
』

と
言
っ
た
ら
、『
あ
ま
り
気
に
し

な
い
で
く
れ
』
と
。
安
倍
さ
ん

は
か
な
り
明
快
に『
こ
れ
で
い

い
ん
だ
よ
、１
年
で
い
い
ん
だ
』

と
言
っ
た
。（
彼
は
）21
年
に
賭

け
た
ん
だ
、
と
感
じ
た
よ
」

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
産
経
新
聞
・

北
海
道
新
聞
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
パ
ー
ト
ナ
ー
専
任
代
理
店
と

し
て
電
通
が
列
記
さ
れ
て
い
ま

す
（
表
記
順
）。

　
利
害
関
係
者
な
ら
ば
猶な

お
の
事
、

組
織
ト
ッ
プ
の「
認
識
の
是
非
」

を
質た

だ
す
の
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
本
旨
、
と
僕
は
考
え
る
の
で

す
が
、『
論
語
』
の
本
旨
を
牽け

ん

強き
よ
う
附ふ

会か
い
に
換か

ん
骨こ

つ
奪だ

つ
胎た

い
し
、「
同

し
て
和
す
る
」
同
調
圧
力
を
美

徳
に
掲
げ
る
昨
今
の
日
本
。

　
実
は
森
会
長
は
３
月
31
日
夕

刻
に
応
じ
た
『
朝
日
新
聞
』
の

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
、
以
下
の
吐と

露ろ

も
行
っ
て
い
ま
す
。

―
コ
ロ
ナ
禍
が
来
年
の
こ
の

時
期
も
続
く
よ
う
な
ら
、
大
会

は
中
止
に
な
る
の
か
？

「
そ
う
い
う
こ
と
は
考
え
た
く

な
い
と
思
っ
て
い
る
。（
私
も
）

賭
け
た
ん
だ
、
21
年
に
。
そ
れ

に
科
学
技
術
の
進
歩
に
賭
け
な

か
っ
た
ら
、
人
類
は
滅
亡
し
て

し
ま
う
」

　
若も

し
や
、
僅わ

ず
か
１
ヶ
月
で
君く

ん

子し

豹ひ
よ
う

変へ
ん

!?

否い
な

否い
な
。
同
じ
紙

「
科
学
技
術
の
進
歩
」
を
熟
知

し
、
ビ
ル
＆
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ

ツ
財
団
を
妻
と
運
営
す
る
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
共
同
創
業
者
の
ビ

ル･

ゲ
イ
ツ
氏
は
4
月
30
日
、

「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
ワ
ク
チ
ン

に
関
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き
事

柄
」
を
公
開
。
抄

し
よ
う
訳や

く
し
ま
す
。

「
ほ
ぼ
完と

つ
こ
う
や
く

璧
な
薬
剤
を
我
々
が

手
に
入
れ
る
、
或あ

る
い
は
有
効
な

ワ
ク
チ
ン
を
地
球
上
の
殆ほ

と
んど

全

て
の
人
々
が
接
種
し
た
段
階
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
社
会
を
取

り
戻
す
の
は
、
そ
の
時
点
ま
で

待
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」

「
前
者
は
、
残
念
な
が
ら

既メ
デ
イ
ス
ン

存
の
薬
剤
の
中
に
は
見
当
た

ら
ず
、
後
者
も
、
全
世
界
に
ワ

ク
チ
ン
を
何
十
億
本
も
供
給
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な

に
最
短
で
も
、
ワ
ク
チ
ン
開
発

の
成
功
は
９
ヶ
月
後
の
来
年
１

月
。
若
し
か
し
た
ら
２
年
後
か

も
知
れ
な
い
。
先ま

ず
は
動
物
実

験
。
次
い
で
人
間
へ
の
治
験
を

通
じ
、
安
全
性
と
有
効
性
を
確

認
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」

「
開
発
期
間
に
約
18
ヶ
月
は
要

す
る
と
述
べ
る
ア
ン
ソ
ニ
ー･

フ
ァ
ウ
チ
米
国
立
ア
レ
ル
ギ

ー
・
感
染
症
研
究
所
＝
Ｎ
Ｉ
Ａ

Ｉ
Ｄ
所
長
の
見
解
に
、
私
も
同

意
し
ま
す
。
通
常
５
年
は
掛
か

る
の
で
す
か
ら
、
18
ヶ
月
で
も

驚
異
的
な
速
度
な
の
で
す
」

「
ワ
ク
チ
ン･

ビ
ジ
ネ
ス
界
」

の
雄
を
自
任
す
る
ゲ
イ
ツ
氏
。

歴
代
大
統
領
６
名
の
下
で
１
９

８
４
年
か
ら
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｄ
所
長

を
務
め
る
フ
ァ
ウ
チ
博
士
に
尊

敬
と
信
頼
を
寄
せ
れ
ば
こ
そ
の

文
章
。
4
月
上
旬
の
全
米
世
論

調
査
で
も
78
％
の
国
民
が
、透
徹

し
た
洞
察
力
と
構
築
力
を
併
せ

持
ち
、ド
ナ
ル
ド･

ト
ラ
ン
プ
大

統
領
に
も
臆
せ
ず
諫か

ん
言げ

ん
す
る
フ

ァ
ウ
チ
氏
の
活パ

フ
オ
ー
マ
ン
ス

躍
振
り
を
評
価
。

「
ト
ラ
ン
プ
を
も
従
わ
せ
る
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ご
意
見
番
」、

「
ワ
ク
チ
ン
開
発
は
甘
く
な
い

「８割おじさん」
西浦博北海道大教授

ワクチン開発への妄信を諌め
たアンソニー・ファウチ米国立
アレルギー感染症研究所所長
（左）と、検査と治療という原則
を説く本庶佑京都大名誉教授

Ｄ
Ｐ
Ａ=

共
同

「
早
期
発
見
」「
早
期
治
療
」を
拒
む

政
府
、専
門
家
、メ
デ
ィ
ア
の
罪

備え られるのか！
コロナ

田中康夫
令和 景風 論

　新型コロナの感染爆発によって、私たちは生
命と生活を脅かされつつあるが、令和ニッポン
政府の無策と遅滞ぶりには怒りしかない。異能
作家がコロナ状況の核心をえぐるシリーズ第
４弾、内外の真っ当な意見に耳を傾けつつ、人
道の基本に立ち返った感染症対策を主張する。

第二波
第三波
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作
用
を
伴と

つ
こ
う
や
く

う
薬
剤
は
偽
り
の
希

望
で
し
か
な
い
」
と
述
懐
。
そ

の
鋭
き
感
性
な
ら
ぬ
「
勘
性
」

こ
そ
は
、「
科
学
を
用
い
て
・
技

術
を
超
え
る
」
人
間
の
誠ぬ

く
意も

り
。

　

翻
ひ
る
が
えっ
て
日
本
。内
閣
府
直
轄

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
専
門
家
会
議
」と「
基
本

的
対
処
方
針
等
諮
問
委
員
会
」

は
、「
科
学
を
信
じ
て
・
技
術

を
疑
わ
ぬ
」
曲

き
よ
く

学が
く

阿あ

世せ
い

な

「
専し

ろ
う
と
門
家
」の〝
産ポ

ン

コ

ツ

廃
処
理
場
〞。

　
特
効
薬
や
ワ
ク
チ
ン
に
関
し

て
フ
ァ
ウ
チ
氏
ら
と
意
見
を
同

じ
く
す
る
分
子
免
疫
学
の
泰た

い

斗と

・
本ほ

ん

庶じ
よ

佑た
す
く

氏
は
、
４
月
22

日
の
Ｂ
Ｓ
フ
ジ
「
Ｆ
Ｎ
Ｎ
プ
ラ

イ
ム
ニ
ュ
ー
ス
」
で
看
破
。

「
火
の
手
が
ど
ん
ど
ん
上
が

り
、
最
早
、
感
染
を
ゼ
ロ
に
は

出
来
な
い
。
如い

何か

に
治
療
を
し

て
死
者
を
減
ら
す
か
、
こ
こ
が

メ
イ
ン
の
戦
い
の
場
だ
。
そ
の

方
向
を
決
め
る
会
議
に
治
療
の

専
門
家
が
非
常
に
少
な
い
」

「
全
体
像
、
つ
ま
り
戦
端
が
ど

こ
で
開
か
れ
て
い
る
か
判
ら
ず

に
鉄
砲
は
撃
て
な
い
」

と
80
年
代
初
頭
の
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対

応
経
験
か
ら
学
ん
だ
」
の
タ
イ

ト
ル
で
『
ザ
・
ウ
ォ
ー
ル
・
ス

ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
は

４
月
１
日
、
４
月
10
日
の
２
回

に
亘わ

た
っ
て
フ
ァ
ウ
チ
博
士
の
評

伝
を
、
更
に
は
『
ザ
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
』
４
月
20
日
号
も
、

南
部
イ
タ
リ
ア
移
民
の
孫
と
し

て
１
９
４
０
年
の
ク
リ
ス
マ

ス
・
イ
ヴ
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で

生
を
受
け
た
彼
に
関
す
る
良
質

な
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
「
人
類
に

と
っ
て
最
も
凶
悪
な
脅
威
と
立

ち
向
か
う
感
染
症
専
門
家
の
長

い
十ク

ル
セ
イ
ド
ウ

字
軍
」
を
掲
載
。

　
当
初
は〝
不ふ

治じ

の
病や

ま
い〞だ
っ
た

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
＝
後
天
性
免
疫
不
全

症
候
群
を
誘
発
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
＝

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
。「
ワ

ク
チ
ン
は
ど
う
し
た
。
特メ

デ
イ
ス
ン

効
薬

を
よ
こ
せ
」。
無む

体た
い

な
非
難
を

一
身
に
受
け
た
彼
は
、
40
年
近

く
経た

っ
て
も
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

が
存
在
せ
ぬ
冷
厳
な
現
実
を
見

据
え
、「
実
現
し
な
い
か
も
知

れ
な
い
ワ
ク
チ
ン
開
発
を
妄も

う
信し

ん

す
る
の
は
誤
り
で
、
深
刻
な
副

感
染
が
発
生
す
る
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
当
該
医
療
機
関
の
従
事
者

に
実
施
。政
府
の「
自
宅
待
機
」

方
針
は
「
二
次
感
染
や
重
症
化

を
引
き
起
こ
す
」と
異
を
唱
え
、

主か
か
り
つ
け
い

治
医
の
問
診
を
通
じ
て
「
早

期
発
見
・
早
期
治
療
」を
断
行
。

「
発
熱
37
・
５
℃
以
上
４
日
間

ル
ー
ル
」
は
〝
机ノ

ー
メ
ン
ク
ラ
ト
ウ
ー
ラ

上
の
空
論
〞

と
県
民
に
周
知
徹
底
。

「
正
常
体
温
」
基
準
値
は
37
・

０
℃
。
非
科
学
的
・
非
論
理
的

な
新だ

い
ほ
ん
え
い
は
つ
ぴ
よ
う

「
政
府
基
準
」
を
垂
れ
流

す
「
眠み

ん

度ど

」
の
「
誤
送
船
団
・

記
者
ク
ラ
ブ
」
は
、「
ニ
コ
イ

チ
」
東
西
ペ
ア
で
都
知
事
と
府

知
事
も
殊
更
に
礼
賛
。

　
都
内
で
の
死
者
が
２
月
26
日

に
判
明
後
も
コ
ロ
ナ
関
係
の
会

見
を
拒
み
、「#T

okyo

イ
ン

パ
ー
ル
２
０
２
０
」「
延
期
」が

決
定
す
る
や
一
転
、
メ
デ
ィ
ア

ジ
ャ
ッ
ク
に
勤い

そ
しし
む
小
池
百
合

子
東
京
都
知
事
。「
＃
平
熱
パ

ニ
ッ
ク
お
じ
さ
ん
」
の
異
名
に

浴
す「
転へ

ん
向せ

つ
組か

ん
」橋
下
徹
弁
護
士

の
舎し

や
弟て

い
を
任
じ
る
吉
村
洋
文
大

阪
府
知
事
に
至
っ
て
は
、「
パ

「
何
を
目
指
し
て
出
口
戦
略
を

考
え
る
か
す
ら
語
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
感
染
者
の
数
だ
け
追
っ

て
も
、
何
時
ど
こ
で
止
め
る
か

の
議
論
は
出
て
こ
な
い
」

　
クお

し
た
に
ひ
と
し

ラ
ス
タ
ー
戦
略
、集に

し
う
ら

団
免
疫

方ひ
ろ
し式
に
諸
外
国
が
見
切
り
を
付

け
て
も
「
正
し
い
転
進
」
を
具

申
出
来
ぬ
「
専
門
家
」
へ
の
痛

　
実
際
問
題
、
東
京
慈
恵
会
医

科
大
学
附
属
病
院
は
２
月
中

旬
、「
早
い・
上
手
い・
安
い
」を

掲
げ
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー

を
設
立
。
検
査
依
頼
か
ら
僅
か

半
日
で
結
果
判
明
。熱
帯
医
学・

ウ
イ
ル
ス
学・細
菌
学・解
剖
学

４
講
座
の
教
授
が
陣
頭
指
揮
。

１
検
体
７
０
０
〜
８
０
０
円
。

　
慈
恵
医
大
は
、
ド
イ
ツ
医
学

の
「
研
究
至
上
主
義
」
と
異
な

り
、「
病
者
を
病
に
悩
む
人
間

と
み
る
医
風
」
の
イ
ギ
リ
ス
医

学
を
学
ん
だ
高た

か
木き

兼か
ね
寛ひ

ろ
が
「
病

気
を
診
ず
し
て
病
人
を
診
よ
」

を
理
念
に
掲
げ
、
１
８
８
１
年

チ
ン
コ
は
ダ
メ
だ
が
カ
ジ
ノ
は

Ｏ
Ｋ
」
と
ナ
ニ
ワ
の
珍
「
三
密

基
準
」
を
大
言
壮
語
。
他
方
で

18
ヶ
所
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

補
助
金
削
減
、
公
立
医
療
機
関

　
そ
の「
医
療
改
革
」は
、
昨
年

９
月
に
厚
生
労
働
省
が
具
体
名

を
列
挙
し
た
「
全
国
４
２
４
公

立
・
公
的
病
院
再
編
統
合
リ
ス

ト
」
と
通つ

う
奏そ

う
低て

い
音お

ん
。
地
方
自
治

体
が
開
設
の
公
立
病
院
。
秋
篠

宮
が
総
裁
の
恩
賜
財
団
済
生
会

系
、Ｊ
Ａ
厚
生
連
系
、日
本
赤
十

字
社
等
の
公
的
病
院
。
全
体
の

25
％
以
上
に
も
及
ぶ
公
立
２
５

７
、公
的
１
６
７
が
対
象
で
す
。

「
社
会
な
ん
て
も
の
は
存
在
し

な
い（There is no such thing 

as society

）。
自
分
で
自
分

の
面
倒
を
見
る
の
が
国
民
の
義

務
だ
」
と
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト･

サ

ッ
チ
ャ
ー
が
「
自
己
責
任
論
」

を
打
ち
上
げ
、
ロ
ナ
ル
ド
・
レ

ー
ガ
ン
も
賛
同
し
、
世
界
を
席

巻
し
た
80
年
代
初
頭
か
ら
の

烈
な
〝
贈
与
の
一
撃
〞。

「
実
際
問
題
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

大
学
の
研
究
室
で
も
幾
ら
で
も

出
来
る
訳
で
す
よ
。
３
人
で
１

日
に
１
０
０
検
体
は
こ
な
せ
ま

す
」と
述
べ
た
本
庶
氏
は
、「
も

っ
と
も
っ
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
無

症
状
、軽
症
、重
症
の
振ト

リ
ア
ー
ジ

り
分
け

を
」。
念
押
し
し
て
い
ま
す
。

＝
明
治
14
年
に
設
立
の
成
医
会

講
習
所
が
起
源
。「
医
師
と
看

護
婦
は
車
の
両
輪
の
如
し
」
と

本
邦
最
初
の
看
護
婦
教
育
所
を

設
立
し
た
歴
史
も
有
し
ま
す
。

　
実
際
問
題
、
欧
米
企
業
が
販

売
す
る
全
自
動
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
シ

ス
テ
ム
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
供
給
元
は
日

本
企
業
。
そ
の
１
社
に
は
ロ
ー

ラ
ン･

ピ
ッ
ク
駐
日
フ
ラ
ン
ス

大
使
か
ら
礼
状
が
。

　
実
際
問
題
、
１
日
２
千
万
件

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
を
第
２
波
、

第
３
波
に
備
え
て
構
築
の
上
、

無
症
状
者
を
含
む
１
日
当
た
り

国
民
の
６
％
に
検
査
を
繰
り
返

削
減
の
因い

ん

果が

応お
う

報ほ
う

か
、「
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
が
必
要
と
判
断
し
て
か

ら
実
際
に
検
査
す
る
ま
で
最
長

で
10
日
」
と
時
事
通
信
が
大ポ阪

府ン

コ

ツ

の
惨
状
を
報
じ
る
事
態
に
。

「
経
済
的
新
自
由
主
義
」。
周
回

遅
れ
で
２
０
０
１
年
、「
な
あ

ん
ち
ゃ
っ
て
小
泉
・
竹
中
へ
な

ち
ょ
こ
改
革
」
も
始
動
。

　
が
、豈あ

に

図は
か
ら
ん
や
、孤ハ

ー
ド・ブ
レ
ク
ジ
ツ
ト

立
の
道

を
突
き
進
む
英
国
の
ト
ラ
ン
プ

と
目
さ
れ
て
い
た
ボ
リ
ス･

ジ

ョ
ン
ソ
ン
首
相
は
入
院
直
前
、

「
や
は
り
社
会
と
い
う
も
の
は

存
在
す
る
」
と
「
コ
ペ
ル
ニ
ク

ス
的
転
回
」を
遂
げ
た
の
で
す
。

国
籍
を
問
わ
ず
全
て
の
納
税
者

に
４
月
初
旬
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
２

枚
の
書
簡
が
具
体
的
な
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
と
共
に
届
き
ま
す
。

「
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
要
請
で

す
。ど
う
か
家
に
居
て
下
さ
い
。

多
く
の
人
々
が
経
済
的
な
問
題

を
心
配
し
て
い
る
の
も
判
っ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
政
府
は
、

し
、
感
染
者
「
隔
離
・
追
跡
」

を
徹
底
す
べ
し
と
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
が
米
連
邦
政
府
に
提
言
。

　
実
際
問
題
、「
嫌
中
・
憎
韓
」

脳
が
蔓は

び
こ延
る
日
本
以
外
の
各
国

で
は
台
湾
と
並
び
称
さ
れ
る
韓

国
政
府
は
用
意
周
到
。
全
土
で

新
た
に
「
呼
吸
器
専
門
ク
リ
ニ

ッ
ク
」を
１
０
０
０
ヶ
所
指
定・

運
用
す
る
と
中
央
災
難
・
災
害

対
策
本
部
が
発
表
。

　
実
際
問
題
、「
検
査
増
が
医

療
崩
壊
を
招
く
」
と
未い

ま

だ
に

〝
呆フ

エ
イ
ク言

〞
の
「
医む

ら
な
か
り
こ

者
も
ど
き
」

が
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
し
て
い
る

の
は
島
国
ニ
ッ
ポ
ン
の
み
。

　
実
際
問
題
、
３
波
に
及
ん
だ

「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
国
内
流
行

は
２
度
目
が
酷ひ

ど
く
、
発
症
か
ら

４
年
後
の
終
息
時
に
犠
牲
者
38

万
８
７
２
７
人
。
旧
内
務
省
衛

生
局
の
記
録
廃
棄
を
「
閣
議
決

定
」
さ
れ
ぬ
事
を
願
う
や
切
。

　
知
る
限
り
、
47
都
道
府
県
知

事
で
最
も
「
的
確
な
認
識
、
迅

速
な
決
断
と
行
動
、
明
確
な
責

任
」
を
貫
徹
し
続
け
る
の
は
仁に

坂さ
か
吉よ

し
伸の

ぶ
和
歌
山
県
知
事
。
集
団

貴
方
の
生
活
の
収
支
が
合
う
よ

う
に
、
き
ち
ん
と
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
、
出
来
る
事
を
全
て
や

り
遂
げ
ま
す
」

　

孟
子
を
紐ひ

も

解
く
ま
で
も
な

く
、「
恒こ

う

産さ
ん

な
け
れ
ば
恒こ

う

心し
ん

な

し
」。
先
立
つ
も
の
が
な
い
か

ら
外
に
出
ざ
る
を
得
な
い
の
で

す
。
そ
の
当
た
り
前
の
公
理
を

想
像
し
得
る
諸サ

ー
ヴ
ァ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー

外
国
の
為
政
者

は
、
的
確
に
迅
速
に
対
処
。

　
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン･

ト
ル
ド
ー

首
相
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
付
し

て
４
月
中
旬
、
カ
ナ
ダ
在
住
の

日
本
女
性
が
連
続
ツ
イ
ー
ト
し

て
い
ま
し
た
。「
緊
急
給
付
金

は
振
込
で
全
員
一
律
４
回
ま
で

毎
月
15
万
円
。
低
所
得
者
向
け

還
付
金
に
子
供
手
当
も
私
に

は
。
永
住
権
も
な
い
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
に
も
分
け
隔
て
な
く
。

本
当
に
有
り
難
い
。
必
ず
カ
ナ

ダ
に
恩
返
し
し
ま
す
」
と
。

「
み
ん
な
で
前
を
向
い
て
頑
張

れ
ば
、き
っ
と
現
在
の
こ
の
困
難

も
乗
り
越
え
る
事
が
出
来
る
」。

５
月
４
日
夕
刻
、
第
98
代
内
閣

総
理
大
臣
は
プ
ロ
ン
プ
タ
ー
の

文
面
を
朗
読
す
る
「Reader

」

の
責
務
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
他
方
で
既
に
破
綻
し
た
数
理

モ
デ
ル
を
講
釈
し
続
け
る〝
８

割
お
じ
さ
ん
〞西
浦
博
北
海
道

大
学
教
授
は
「
乗ド

ジ
つ
り
越
えた

ら
た
ら

僕マ
イ
・
フ
ア
ミ
リ
ー

た
ち
き
っ
と
マ
ル
タ
島
３
ヶ

月
っ
す
よ
」
と
『
我
が
逃
走
』

計
画
を
ツ
イ
ー
ト
。

　
而し

こ
うし

て「
予
定
調
和
会
見
」に

出
席
す
る
内
閣
記
者
会
の
面
々

は
、「
越
境
感
染
症
や
人
獣
共
通

感
染
症
、国
際
的
食
の
安
全
、バ

イ
オ
テ
ロ
等
へ
の
危
機
管
理
と

国
際
対
応
の
資
質
を
持
っ
た
人

材
育
成
」と
国
家
戦
略
特
区「
口こ

う

上じ
よ
う
書し

よ
」で
述
べ
て
い
た
加
計
学

園
岡
山
理
科
大
学
獣
医
学
部
に

君
臨
す
る
加
計
孝
太
郎
氏
に

「
電デ

ン
凸ト

ツ
取
材
」す
ら
行
い
ま
せ
ん
。

　
ニ
ト
リ
、Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
、大
塚
家
具

の
広
告
か
と
見
紛
う「
新
し
い
生

活
様
式
」を
国
民
に
強
い
る
前
に

「Go back to the basics.

」

人
間
と
し
て
の
基
本
に
戻
る
事

こ
そ
肝
要
な
の
に
、「
ノ
ー
ブ
レ

ス・オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
」の
欠か

け
ら片

も
無

き「
令
和
コ
ロ
ナ
狂
騒
曲
」で
す
。

検
査
増
が
医
療
崩
壊
を
招
く
と
い
う
妄
言

人
間
と
し
て
の
基
本
に
戻
る
こ
と
が
必
要
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